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１．はじめに
極めて保存状態のよい含コラーゲン試料については，コラーゲン抽出を行わずに

１４Ｃ測定を行うことが出来る可能性が池田ほか（１９９７）で示された．今回，新たに象

牙試料５点が得られたので，それらについて１４Ｃ濃度測定を行った結果を紹介する．

２．試料調製と加速器質量分析計による１４Ｃ測定
方法は有田ほか（Ｔ１９９０）および中村ほか（１９９６）に改良を加えたものである．
試料をカッターナイフで細かく削り出し（ＩＶＯＲＹ-１３については金槌を用いて粉砕

したものを用いた），アセトンで表面を洗って付着している可 ‘ｉ７自性のある有機化合物
を溶かし落とした．次いで１．２Ｎ水酸化ナトリウム溶液に浸して超音波洗浄した．さ
らに１．２Ｎ塩酸中で超音波洗浄したのち，蒸留水でよく洗って凍結乾燥機を用いて乾
燥させた．
乾燥した試料をあらかじめ１０００℃で焼きだした直径６ｍｍ，長さ５ｃｍのバイコール管

に約５００ｍｇの線状酸化銅と試料を入れ，９５０℃で焼きだした石英綿で軽くふたをした
後，銀粉末約１０ｍｇを入れた．あらかじめ１０００℃で焼きだして線状還元銅を約５００ｍｇ
入れた直径９ｍｍ，長さ３４ｃｍのバイコール管にこれを入れ，真空ラインに接続排気し
封管した．これを電気炉内で８５０℃で約２時間加熱して試料中の炭素を二酸化炭素に
変えた．
真空ライン中で，液体窒素（-１９６℃）及び液体窒素で冷却したエタノール（約一１００

℃）及びペンタン（ぺ２８℃）を寒剤として用いて二酸化炭素を精製した．さらに，約
１．５ｍｇの鉄粉末を触媒として，この二酸化炭素を水素還元してグラファイトを作成し
た（Ｋｉｔａｇａｗａｅａ７ぃで１。９９３）．出来たグラファイトを乾燥した後，アルミニウム製の試料
台に圧入してターゲットを作成した．国際的に標準体として用いられている修酸
（ＮＢＳ-ＭＲ-４９）を標準体とし（Ｍａｎｎ，Ｗ．Ｂぃ１９８３；ＳＩ：ｕｉｖｅｒ，Ｍ・，ＴＩ，９８３），名古屋大学年代
測定資料研究センターに設置されている加速器質量分析計により１４Ｃ測定を行った（中
村ほか，：Ｌ９８８）．
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３．結果及び考察
’Ｉ｀ａｂｌｅ１に各試料の炭素含有率，窒素含有率，Ｃ／Ｎ比／４Ｃ量（ｐＭ）及びδ１３Ｃ，炭素含

有率を’Ｉ’ａｂｌｅ１に示した．池田ほか（１９９７）では，試料を乳鉢で粉砕しているが，本
研究では，ＩＶＯＲＹ-１３以外はカッターナイフを用いて薄く削っている．これらの試料
は１．２Ｎ塩酸で処理を行った際にかなりの部分が溶解し，溶け残った部分の炭素含量
が試料の４割強となった．この割合は純粋なコラーゲンの炭素含量に近い．試料を薄
く削ることで，酸処理の際に迅速な脱灰が起こり，コラーゲンが残ったと考えられる．
今後も，保存状態の良い試料に対して，コラーゲン抽出を行わずに１４Ｃ測定を行う

ことの妥当性をさらに確かめるために，本件で用いた試料よりコラーゲン抽出を行い，
さらに検討を加える予定である．
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